
円
珍

『法
華
論
記
』
の
引
用
文
献

―「先
覚
」
と

「慈
恩
」

「進
公
」
―

剛

川

健

一

円
珍

の

『法
華
論
記
』
(以
下

『論
記
』)
は
、
世
親
の

『
法
華
論

(妙

法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
)』
の
注
釈
書
で
あ
る
か
、
注
釈

に
あ

た

っ
て
多
数

の
文
献
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
従
来
未
詳
で
あ

っ
た
も
の

も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
重
要
な
も
の
二
点
に
つ
い

て
解
明

し
、
関
連
す
る
問
題

の
考
察
を
行
い
た
い
。

一

「先

覚
」

『
論
記
』
は

一
五
ケ
所
で

「先
覚
」
な
る
も
の
に
言
及
し
て

お
り
、

こ
れ
が
誰

の
ど
の
よ
う
な
学
説
で
あ
る
か
は
以
前
よ
り
問
題
と
な

っ
て

い
た
。

こ
れ
に
つ
い
て

は
、
『論
記
』
巻
第
五
に

「東
春
纉
曰
」
と
し

て

「故
先
畳
會
二
用
吉
蔵
義
耳
」
(智
全
上

二
五
〇
b
)
と

い
う

文
が
引

用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
手
掛
か
り

に
な

る
。
こ
れ
は
東
春

(智
度
)
の

『法
華
義
纉
』
の
原
文
で
は

「
故
慈
恩
會
二
用
吉
蔵
義
耳
」
(卍
続
蔵
〈台

湾
版
〉
四
五

.
四
六
七
a
)
と
な

っ
て
お
り
、
円
珍
が

「
慈
恩

(す
な
わ
ち

基
)」
を

「先
覚
」
に
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
「先
覚
」
の

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

も

の
と
し
て
引
用
さ
れ
る
説
と
基
の

『
法
華
玄
賛
』
(以
下

『玄
賛
』)
と

を
対
照
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
、
「先
覚
」
が
基
で
あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る

。
(
1
)

『論
記

』
先
覚
云
。
就

法
器
有
二
。

二
真

。
二
仮
。

真
即
舎
利
弗
等
。

仮
謂

増
上
慢
者

(智
全
上

一
四
〇

a
)

『玄
賛

』
法
器
有
二
。

一
真

。
二
仮
。
真

即
舎
利
弗
等
。
仮

謂
増
上
慢
者

(大

正
三
四

・
七
〇
三
b
～

c
)

天

台

宗

の
円

珍

が

法

相

宗

の
基

を

「
先

覚

」

と

呼

ぶ

の

は

か

な

り
奇

異

な

感

じ

を

与

え

る

が

、

こ
れ

は

『
論

記

』

と

『
玄

賛

』

と

の
密

接

な

関

係

を

考

え

れ

ば

、

必

ず

し
も

不

自

然

で

は

な

い
。

『
論

記

』

で

は
、

「
先

覚

」

(
一
五
例
)

の

ほ

か
、

「
慈

恩

」
(二
例
)
「
基

」

(五
例
)

「
他

」

(
一
三
例
)

「
或

」

(九
例
)

「
有

(人
)
」

(八
例
)

「
人
」

(
二

例
)
な

ど

と

し

て
、

ま

た
特

に
引

用

で
あ

る

こ

と

を

示

さ

ず

に

(
一
一

例
)
、

お

び

た

だ

し

い
数

の
引

用

・
言

及

が

『
玄

賛

』

に

つ

い

て

な

さ

れ

て

い
る

。

そ

れ

ら

を

合

計

し

た

『
玄

賛

』

の
引

用

・
言

及

は

六

四

ヶ

一
五

一
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円
珍

『
法
華
論
記
』

の
引
用
文
献

(前

川
)

二
五
二

所
に
の
ぼ
り
、
私
に
数
え
た
と
こ
ろ
で

は
、
『法
華
文
句
』
二
八
五
、

『法
華
文
句
記
』
二
〇
七
、
『
法
華

経
』

一
四
三
、

智
度

『法

華
疏
義

纉
』

八

二
に
次
ぐ
頻
度
で
あ
る
。
円
珍
が

『論
記
』
の
述
作
に
あ
た
っ

て

『玄
賛
』
を
絶
え
ず
参
照
し
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ

り
、
「先
覚
」

と
の
呼
称
も
こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

「

「
慈
恩

」

と

「進

公
」

「
慈
恩
」
と
言
え
ば
、
慈
恩
大
師
こ
と
法
相
宗
の
基
を
指
す

の
が

二

般
的

で
あ
り
、
『論
記
』
に
も
そ
の
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
論
記
』
で

は
以
下

の
よ
う
に

「基
」
と

「慈
恩
」
と
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
見

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

基

公
曰

『
進
財
行
以
為

供
。
有
所
摂
資
名
養
。
修
謹
曰
恭

。
崇
仰

曰
敬
。
敬

甚

曰
尊
。
尊

深
曰
重
。
是

理
談
美

曰
讃
。

触
事
論
徳
曰
歎
』
。

慈
恩

曰

『
如

是

病
人
饒
多
則

知
医
師

。
必
善
四
衆
囲
遶
則
表
仏
徳
尊
高
。
資
益
於
仏
目
之

為
養
。
〈
養
字
去

声
〉
小

人
奉

上
為
養
。
大
人
育
小
為
養

。
〈
上
声
呼

之
〉
讃

猶

不
足

又
称
揚
者

。
肇
師

曰
。
形
敬
不
足
以
写
心
。
故
復

讃
詠
之
。
如
説
七

言
之
偈
者
。
大
哉
大
悟
大
聖

主
。
無
垢
無
染

無
所
著
。
天

人
象
馬
調
御

師
。

道
風
徳
香
薫

一
切
』
等

云
云
。

〈
已
上
両
文
任
取
捨

之
〉

(智
全

上
五
三

a
)

こ

の
中

で

「
基

公

曰
…

…

」

は

『
玄

賛
』

(
大
正
三
四

・
六
七
七

a
)
に

見

い
だ

せ

る
が

、

「
慈

恩

曰

…

…
」

は
見

い
だ

す

こ
と

が

で

き

な

い
。

以

下

の
文

に

よ

る

と

、

こ

の

「
慈

恩
」

は

吉

蔵

の

『
法

華

義

疏

』

(以
下

『
義
疏
』
)

の
注

釈

書

で
あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。

今
私
更
引
吉
疏
云

『三
根
於
持
経
用
勝
具
得
三
品
。
乃
至
余
三
用
劣
。
但
得

中
下

二
品
』

(
『義
疏
』

(大
正
三
四

・
六

一
四

c
)
に
対
応
)
者
。
慈
恩
釈

曰

『総

明
六
根
作
用
優
劣
不
同
。
如
眼
観
見
。
後
闇
前
明
。

左
右
傍
観
。

三
分

闕

一
。
功

徳
不
全
。
故
唯
八
百
。
耳
用
則
勝
…
…
功
徳

円
満
千

二
百
。
鼻
根

嗅
聞

通
出
入
…
…
闕
於

一
分
。
鼻
唯
八
百
。
舌
能
宣
揚
世
出
世
法
…

…
舌
根

功
徳

円
満
千

二
百
。
身
根
覚
触
…
…
功
用
不
全
。
唯
得

八
百
。
意
能
黙
容
世

出
世
法
…
…
所
以
意
根

一
千
二
百
』
云
云

〈
已
上
文
〉

(智
全

上
三
〇

二

a
)

先

の
箇

所

に

つ

い
て
も

『
義

疏

』

と
対

照

す

る

と

以

下

の
よ

う

に
な

り

「
慈

恩
」

が

『
義

疏

』

の
注

釈

書

で
あ

る

こ

と

が

分

か

る
。

『義
疏

』
囲
遶
者
。

釈
論

云
。

大
衆
囲
繞
則
使

仏
徳
益
尊
。
既
尊
其

人
必
受

其
道
故
明
囲
遶

。

(中
略
)
天
華
香
等
名

之
為

供
。

資
養
於
仏
目
之
為
養
。

(中
略
)

美
其
実
徳
為
讃
。

讃
猶
未
足

又
称
揚

之
曰
歎
。
(
中
略
)
彼

経
云
。

以
天
香
等
供
養

。
大
荘
厳
王
菩
薩
合
手
恭
敬

尊
重
。
如
説
七
言
偈
歎
仏
謂
讃

歎
也

(大
正
三
四

・
四
六
七

a
)

『
論
記
』

慈
恩

日
。

如
是
病

人
饒
多
則

知

医
師

。
必
善

四
衆
囲
遶
則
表
仏
徳
尊
高
。
資

益
於
仏
目
之
為
養

。

(
中
略
)

讃
猶
不
足
又
称
揚
者
。

肇
師

曰

(中
略
)
。

如

説
七
言
之
偈
者
。
大
哉
大
悟

大
聖

主
。
無
垢
無
染
無
所
著
。

(中
略
)

云
云

(智

全
上
五
三

a
)

こ

の
よ
う

な

『
義

疏

』

の
注

釈

書

と

み

な

さ

れ

る

「
慈

恩
」

は

八

ケ

所

に
見
い
だ
さ
れ
る
。
(
2
)

同
様
に

『義
疏
』

の
注
釈
書
と
考
え
ら
れ
る
も

の
と
し
て

「進
公
」
な
る
も
の
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。

『義
疏
』
菩
薩
摩
訶
薩
者
。
(中
略
)
旧
名
道
士
。
其
言
最
勝
。
而
即
世
学
張

李
之
道
本
名
治
頭
及
鬼
卒
。
後
盗
取
仏
法
道
士
之
名
也

(大
正
三
四
・
四
六
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一

a
)

『論
記
』
進
公
曰
。
即
世
学
張
李
之
道
者
。
張
謂
張
道
陵
。
善
能
治
人
頭
痛
。

李
謂
李
伯
陽
。
善
能
策
疫
鬼
神
。
故
曰
鬼
卒
也

(智
全
上
二
六
b
。
他
に
智

全
上
二

一
b
～
二
a
が
大
正
三
四

・
四
五
八
a
～
九
a
に
対
応
)

円
珍

は
道
進

の

『法
華
経
紗
』
を
将
来
し
て

い
る
が
、
『
東
域
伝
灯

目
録
』

(大
正
五
五
・
一
一
四
九
a
、
c
)
に
よ
れ
ば
、

こ
れ

は
吉

蔵

の

『
義
疏
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
か
つ
道
進
の
著
作

以
外

に

『
義
疏
』
の

注
釈
書

は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
「
進
公
」
お

よ
び

「
慈
恩
」
は
道

進
で
あ

る
可
能
性
が
高

い
と
言
え
よ
う
。

「慈
恩
」
「
進
公
」
を
参
照
し
た
箇
所
は
合
わ
せ
て

一
〇
ケ
所
に
な
る

が
、
『
義
疏
』
そ
の
も
の
か
ら
の
引
用
は
七
ケ
所

に
見

ら
れ
る
の
み
で

あ
り
、

し
か
も
い
つ
れ
も
短
く
取
意
的
な
も
の
で
あ
る
。

『
論
記
』
の
述
作
は
、

一
般
に
尊
通

の

『智
証
大
師
年
譜
』
(智
全
下

一
三
八
六
a
、
八
八
b
)
に
従

っ
て
、
第

二
稿
が
円
珍
在
唐
中
の
大
中
八

(八
五
四
)
年
七
月
に
著
さ
れ
、
離
唐
直
前
の
大
中

一
二
年

一
月
九
曰
に

改
稿
さ
れ
た

(た
だ
し
未
完
)
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
円
珍
の
将
来
目

録
を
調

べ

る
と

『智
証
大
師
請
来
目
録
』
(大
中
一
二
年
五
月

一
五
日
記
)

に
い
た

っ
て
初
め
て
吉
蔵
の

『
義
疏
』
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以

前
に
は
同
書
を
入
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え

る
と
、
『義
疏
』
か
ら
の
引
用
は
実
は

「慈

恩
」
「進

公
」
(お
そ
ら
く
は

『法
華
経
紗
』)
か
ら
の
又
引
き
で
あ
る
可
能

性
も
あ

る
と
言
え
よ
う
。

円
珍

『法
華
論
記
』
の
引
用
文
献

(前

川
)

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は

『
イ
ソ
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
』
(東
京
大
学

イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
室
)
第
三
号
掲
載
予
定
の
拙
稿
を
参
照
し
て

い

た
だ
き
た
い
。

※
智
全
=
『智
証
大
師
全
集
』

1

そ
の
他
の
箇
所
は
以
下
の
通
り

(智
全
上
の
頁
数
/
対
応
す
る
『玄
賛
』

大
正
三
四
の
頁
数
)

2

そ

の
他

の
箇
所

は
以
下

の
通
り

(智
全

上
の
頁
数
/
対
応
す
る

『義
疏

』

大
正
三
四

の
頁

数
)

は
直
接
対
応
す
る
箇
所
が
な

い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『
法
華
論
記
』
、
道
進
、
『
法
華
経
紗
』(東
京
大
学
大
学
院
)

一
五
三
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